


東京都健康長寿医療センターは、1872 年に設立され
た養育院を前身としています。壱萬円札の肖像予定の
渋沢栄一翁は、院長として長年、養育院の福祉・医療
事業の維持・発展に尽力されました。その後もその精

神が受け継がれ、2009 年東京都老人医療センターと東京都老人総合研究所が一体
化し地方独立行政法人となりました。以降、高齢者医療のパイオニア・老年学研究
の拠点として活発な診療・研究活動を展開しながら今日に至っています。



５つの部署で構成されております。
医療機関特有の医療サービス推進課をはじめ、研究部
門をサポートする健康長寿イノベーションセンターなど
数多くの業務から構成されています。



■目的
医療従事者としてのマナー等を習得し、
センターの接遇等の向上を目指しています。

センターでは、毎年、職員提案制度を通じて、より良いセンター運営を全職員で推
進してます。職種や身分に関係なく、様々な提案やアイデアを持ち寄ることで、組
織の活性を図っています。
特に優れた提案やアイデアについては、理事長による賞状及び副賞を授与しており
ます。

首都直下型地震発生時の多数傷病者受け入れを想定し
た「大規模災害訓練」を実施してます。近隣の看護専
門学生を模擬患者役として御協力いただくなど本格的
な訓練です。
「医療救護活動訓練」として、次々に搬送される模擬
患者の対応を行うトリアージを実施することや模擬患
者役の看護学生の中には、自身が演じる病態や怪我の
状態に合わせ、リアルな特殊メイクで参加いただいた
方もおり、実際の災害現場により近い状態を再現して
ます。
また、直近の訓練では「子供が迷子になっている」な
ど、怪我とは関係なく来院する方への対応シナリオも
盛り込むなど、より実際の現場に近い内容となるよう
に工夫しました。



※男性職員も女性職員も取得できます。



人事評価 異　　動

昇　　任

　職務遂行能力及び職員に求められる役割の遂行結果を公正に評価し、その結果
に基づいて、適正な人事管理を行うとともに、あわせて職員の能力の開発、適性
の発見など指導監督の有効 な指針とするため、人事評価を実施しています。
　人事評価は、業績と能力の面で評価を行い、評価結果を本人に開示し、上司か
らフィードバックを行います。業績評価は年１回実施し、評価期間当初に自身で
設定した目標に対しどのように取り組み、どの程度達成できたかを振り返ります。
能力評価は年１回実施し、職員の能力について上司が評価します。

業績評価が優れている場合、
翌年度の賞与に5％、10％など一定の加算があります。

職員の能力や経験等を考慮しながら、数年ごとに異動します。
様々な部署で経験を積み、適性を見極めていきます。

経営企画課

医療情報
戦略課

医療サービス
推進課

健康長寿
イノベーション
センター

総務課

配　属
次の５つのうち
いずれかに
配属されます。

昇任に向けて
幅広い知識を
習得するため、
様々な部署で
業務経験を
積みます。

培った専門知識
を活かした
業務の実施

係内の統括

課内の統括

部内の統括

主　事

主　任

係　長

課　長

部　長

将来の年収（基本給のみ）

課長
係長
主任
主事

約 800～1,050 万円
約 570～780万円
約 450～640万円
約 320～530万円

※令和2年度給与支払実績により算出

STEP UP

※昇任選考あり





● 東武東上線「大山」駅下車、  南口・北口より徒歩 4分
● 都営地下鉄三田線「板橋区役所前」駅下車、  A3 出口から徒歩11分


